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令和6年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市

圏、周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現に向けた具体的
な取組について調査・研究し、令和6年度以降に実現可能な事業等を創出すること。

【開催回数・時期】
合計3回のゼロカーボン研究会と、事業創出に向けた具体的内容を検討するため

のゼロカーボン分科会を開催予定。
（5月、7月、10月）

【参加者】
産：各回テーマ毎に参加を希望する企業
学：各回テーマ毎に参加を希望する大学
官：岡山連携中枢都市圏構成市町、倉敷市など

2



令和6年度ゼロカーボン研究会の概要

【第1部】事例研究
各回でテーマを決め、講師様から脱炭素化に資する情報提供を頂き研究会

参加者で共有。得られた情報を岡山連携中枢都市圏や各団体での今後の取組
みに活かす。

【第2部】事業創出に向けた取組みについて
これまでの研究内容を活かし、岡山連携中枢都市圏全体、又は、一部の自治

体や事業者において、脱炭素化に資する新たな事業を創出するための取組を
行う。事業化を行うテーマを参加者の意見を伺い決定し、事務局が事業化に
向けた支援を行うことで、年度内の事業化を目指す。
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⚫ 2024年4月にイタリア・トリノにおいて開催された「G7気候・エネルギー・環
境大臣会合」では、世界での再エネ容量3倍目標に向け、蓄電池導入量を2022
年までの230GWから、2030年度までに1500GWの6倍以上に拡大する目標が掲
げられた。

⚫ 蓄電池の普及に向けた課題解決のため急速に技術革新が進んでいる。
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事例研究 テーマ『脱炭素化に向けた技術動向』

出典：経済産業省

出典：経済産業省 蓄電池産業の現状と課題について 2021年11月

今後解決が求められる蓄電池の課題G7気候・エネルギー・環境大臣会合の様子
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事例研究 テーマ『脱炭素化に向けた技術動向』

⚫ 建築物のゼロカーボン化は、建築物の運用時だけではなく、建築時から廃棄時までに発生
するCO2（ライフサイクルCO2：LCCO2）も範囲に含めるという考え方がグローバルスタ
ンダードとなりつつある。

⚫ また令和6年度の環境省の事業では、ライフサイクルCO2削減型建築物の普及拡大を支援す
る事業が盛込まれた。

出典：環境省 令和６年度事業概要資料 抜粋



内容 講師

（1）蓄電池を活用したPowerXのエネルギーソリューション 株式会社パワーエックス

（2）地域産木材を活用したゼロカーボンビルの実現 大成建設株式会社

本日の講演内容

【講演の観点】
今回の研究会では、急速に技術革新が進む蓄電池と、ゼロカーボンビルという

建築物の脱炭素化の新たな方向性について、下記の講師様より最新動向を伺い、
脱炭素化に向けた知識をアップデートし、今後の取組み方について考える。
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事例研究 テーマ『脱炭素化に向けた技術動向』
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